
学校番号 323 

令和２年度 情報科 

 

教科 情報 科目 社会と情報 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「新説社会と情報」 （東京書籍） 

副教材等 新編 社会と情報 資料ノート（東京書籍） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・実践的な学習を通して、コンピュータやネットワークについて学び、日常使っている機械に対する理解を深

め、どのような使い方が良い使い方なのかを考えましょう。 

・コンピュータやネットワークを利用したコミュニケーションについて、演習等を通して考え、友だちを含めた多

様な考え方を学び、自分の考えを持ちましょう。 

・「作る・発信する・発表する・評価する」体験を基に主体的な学習の力を身に付けましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

・日常のさまざまな問題を解決するために、コンピュータを活用して情報の収集や整理を行うことができる。 

・情報化が社会に及ぼす影響、情報を受信・発信するときの責任を理解した上で、ネットワークを利用したコミ

ュニケーションを含め、情報社会に積極的に参加する。 

・コンピュータの仕組みやネットワークの仕組みを理解し、それらを適切に活用できる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・情報を多角的・多面的

に吟味し、その価値

を見極めていこうとす

る態度 

・自らの情報活用を振り

返り、評価し改善しよ

うとする態度 

・情報モラルや情報に

対する責任について

考え行動しようとする

態度 

・情報社会に主体的に

参画し、その発展に

寄与しようとする態度 

・さまざまな事象を情報

とその結び付きの視

点から捉える力 

・問題の発見・解決に向

けて情報技術を適切

かつ効果的に活用す

る力 

・複数の情報を結び付

けて新たな意味を見

いだす力 

・情報と情報技術を活

用するための基礎・

基本的な技能を身に

付け、目的に応じ

て、情報および情報

技術を適切に扱って

いる 

 

 

・情報と情報技術を適

切に活用するため

の知識とそれを活

用して問題を発見・

解決するための方

法についての理解 

・情報社会の進展とそ

れが社会に果たす

役割と及ぼす影響、

および、情報に関す

る法・制度やマナー

の意義と情報社会

において個人が果

たす役割や責任に

ついての理解 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートやワークシートの

記述 

実習作品 

レポート、発表 

相互評価・自己評価 

等 

学習状況の観察 

ノートやワークシートの

記述 

レポート、発表 

定期考査の結果 

自己評価・相互評価 

等 

学習状況の観察 

課題作品 

発表 

実技テストの結果 

等 

学習状況の観察 

ノートやワークシートの

記述 

定期考査の結果  

等 



上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

学期 単元名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 



１ オリエンテー

ション 

 

 

 

１章 

01 情報とさ

まざまなメデ

ィア 

 

 

 

02 伝達の

仕組み 

 

03 ネットワ

ークで広が

る世界 

 

 

 

 

 

 

04 情報の

共有 

 

 

 

 

実習 タッチ

タイピング 

・学習目標、授業

の進め方、評価、

コンピュータ室の

使い方について知

る。 

・情報とは何を意

味するか考える。 

・メディアの意味と

特徴を学ぶ。 

 

 

 

・情報伝達のメディ

アの種類を知る。 

 

・ネットワークでの

情報伝達における

メディアの役割を

学ぶ。 

・インターネットで

できることを挙げ

て、確認してまとめ

る。 

 

・SNS や動画共有

サイトなど情報の

共有サイトとの付き

合い方を考え、ど

んな種類があるか

調べてまとめる。 

・ホームポジション

など、タッチタイピ

ングの方法を習得

する。 

・学校や部活動の

ポスターを制作し、

相互評価を行う。 

その後、上位作品

への投票をする 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

・「社会と情報」の学習目標に

ついて理解できる。a 

 

 

 

・情報やメディアの意味や特

徴を理解できる。b・d 

 

 

 

 

 

・情報伝達の目的に応じたメ

ディアの種類が分かる。ｄ 

 

・ネットワークでのメディアの

役割や、インターネットを活用

してできることを理解できる。ｄ 

 

 

 

 

 

 

・ソーシャルメディアについて

理解でき、その種類と特徴が

分かる。d 

 

 

 

・タッチタイピングの基礎知識

を身につけ、自力で練習がで

きる。初回からの伸び率や文

字数、ミスの数等。a・c 

・取り組み姿勢や表現力・デ

ザイン性。学んだことが作品

に生かされているか。a・b・c・

d 

 

 

アンケート 

 

 

 

 

観察 

プ リ ン ト提

出 

小テスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実技テスト 

観察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実技テスト 

 

 

 

相互評価 

作品評価 



 

05 インター

ネットの利用 

 

 

 

 

06 デジタ

ルデータの

特徴 

 

 

07 デジタ

ルの世界 

 

 

 

 

 

 

 

 

08 数値と

文字のデジ

タル化 

 

 

 

 

09 画像の

デジタル化 

 

 

 

 

10 音と動画

のデジタル

化 

 

・電子メールや

Web ページなどイ

ンターネット利用

時のサービスにつ

いて学ぶ。 

 

・デジタルデータ

についてプラス・マ

イナスの両面から

特徴を理解する。 

 

・デジタルとアナロ

グについてそれぞ

れのメリット・デメリ

ットを学ぶ。 

 

・情報の量の単

位、様々な記録メ

ディアの容量につ

いて学ぶ。 

 

・２進・１０進・１６進

数について学ぶ。 

 

・文字コードやフォ

ントについて学

ぶ。 

 

・画像のデジタル

化について学ぶ。 

 

・色の表現方法に

ついて学ぶ。 

 

・音や動画のデジ

タル化や圧縮の仕

組みについて学

ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

・電子メール、WWWなどが

利用できる。c・d 

 

 

 

 

・プラス・マイナスの両面から

デジタルデータの特徴を理解

できる。d 

 

 

・アナログとデジタルそれぞれ

のメリット・デメリットが理解で

きる。d 

 

 

・２進法、情報の量の単位、

各記録メディアの容量を計算

できる。c・d 

 

 

・２進・１０進・１６進数の計算、

文字コード表の変換ができ

る。c・d 

・フォントの特徴が理解でき

る。d 

 

 

・標本化・量子化・符号化の

流れが理解できる。b・c・d 

 

・光と色の三原色が理解でき

る。b・d 

 

・音や動画のデジタル化や圧

縮の仕組みについて理解し、

コンピュータ上で音声データ

を扱える。c・d 

 

 

観察 

プ リ ン ト提

出 

小テスト 

 

 

プ リ ン ト提

出 

 

 

 

ワーク 

 

 

 

 

ワーク 

 

 

 

 

小テスト 

 

 

 

 

 

 

観察 

参加態度と

積極性 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ ２章 

13 インター

ネットへの接

続 

 

 

14 WWW 

 

15 電子メ

ール 

 

16 情報検

索 

 

 

 

 

検索大会を

行い、短時

間でうまく情

報を引き出

すコツを再

確認する 

 

17 情報の

信頼性 

 

 

 

18 コミュニ

ケーション手

段の発達 

 

 

19 コミュニ

ケーションの

特徴 

 

20 上手な

ネットコミュ

ニケーション 

実習５章 43

言葉で絵を

伝えよう

（p.122） 

 

・インターネットに

接続する手順や、

接続できる機器に

ついて確認する。 

 

・WWWのハイパ

ーリンク、HTML、

URL、DNS などを

学習する。 

 

・ドメイン名、

SMTP、POP や

IMAP、Web メール

について学習す

る。 

 

・検索エンジンの

種類（カテゴリ検索

とキーワード検索）

と方法を学び、効

率よく検索する工

夫を考える。 

 

・メディアリテラシ

ーについて学び、

インターネット上の

情報の信憑性を考

える。 

・アナログからデジ

タルに変化したも

のを挙げ、メディア

の進化を学習す

る。 

・対面とインターネ

ット上でのコミュニ

ケーションの違い

について考える。 

・インターネット上

で上手にコミュニ

ケーションするた

めの注意点を確認

する。 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

・インターネットに接続する手

順や、接続できる機器が理解

できる。ａ・d 

 

 

・WWWの仕組みや、WWW

に関する用語を理解できる。

ａ・d 

 

 

・電子メールが届く仕組みや

送受信のプロトコルを理解で

きる。ａ・d 

 

 

 

・検索エンジンの仕組みを理

解し、効率よく検索できる。a・

ａ・b・d 

 

 

 

 

・メディアリテラシーについて

理解し、実践できる。b・d 

・コミュニケーション手段の発

達の変遷を理解できる。d 

 

・民泊でお世話になる方への 

自己紹介カードをデジタル・ 

アナログ双方を使用して製作 

する。a・ｂ・ｃ・ｄ 

 

・匿名性が高い、ログが残る

などインターネット上でのコミ

ュニケーションの特徴や注意

点を理解し、上手に活用でき

る。a・b・c 

 

観察 

プ リ ン ト提

出 

アンケート 

小テスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実技テスト 

グループワ

ーク 



３ 藤井寺 No.1

コンテスト 

１～２学期に学習

したことを駆使して

動画・パワーポイン

トを各自で制作す

る。クラス内で発表

し相互評価を行い

クラスごとに 1 位を

決定し、その後、

教員も含め、藤井

寺 No.1 を決定す

る。 

○ ○ ○ ○ ・現在までの知識が定着して

いるかをはかるとともに、授業

への取り組み、相互のコミュ

ニケーション能力、主体的に

取り組む姿勢、動画や発表に

おける技術力や創意工夫す

る姿勢がある。a・b・c・d 

 

 

 

 

a：製作時の取り組み姿勢や、

積極性・モラルに関する姿

勢・撮影許可を得ているか等

の製作手順を踏んでいるか 

相互評価の姿勢や発表態度 

 

b：動画製作に当たって、まず

必要な情報を整理できている

のか、提出プリントなどで評価

する 

 

c：作品評価・プレゼン方法や

態度 

 

d：ワークシートとプリント提出・

課題提出 

 

観察 

プ リ ン ト提

出 

アンケート 

小テスト 

 

 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


